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３ 研究目的 

   人、環境、ロボットの観点で栽培現場の最適化を行い、生産者がよ

り儲かる農業生産事業の実現に資するため、大玉トマト生産におけ

る新規栽培体系に基づく省力化と生産性の向上を目的とする。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  大玉トマトにおける新規栽培体系の構築 

人、環境、ロボットの観点で栽培現場の最適化を行い、生産性と省

力化を両立する大玉トマトにおける新規栽培体系を構築する。最適

化を実現するために、自社で開発中のトマト栽培ロボットをベース

に、（1）新規栽培体系に必要な自動作業技術の開発、（2）人とロボッ

トとの連携を考慮した運用方法の構築、（3）生産性と省力化を両立す

る栽培環境の構築を行う。 
（ヤンマーホールディングス（株）、（株）JR とまとランドいわきファーム、（株）平和堂） 

    

５ 最終目標 

栽培ロボットを活用した大玉トマト生産における新規栽培体系を

構築し、以下効果の実現を目指す。 

・労働力の削減：ヒト収穫作業量の 60%削減 

・生産性の向上：生産額を維持した状態で収穫コスト 20%以上削減 

 

６ 期待される効果・貢献 

新規栽培体系により、農作業の省力化・生産性向上を実現すること

で、持続的な農業経営を可能にし、食料自給率の向上・安定供給維持

と農業従事者の採算性改善を実現する。 

 
【連絡先 ヤンマーホールディングス株式会社技術本部中央研究所 0749-52-8406】 
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